頃で ございます。 い っぞ やわた しが 捉え 損じた 時に も、 

やはり この 紺の 水 干に、 打 出しの 太刀 を 佩いて 居り ま 

した。 ただ今 は そのほか にも 御覧の 通り、 弓矢の 類 さ 

え 携えて 居ります。 さようで ございま すか？ あの 

死骸の 男が 持って いたの も、 II では 人殺し を 働いた 

の は、 この 多襄 丸に 違い ございません。 革 を 巻いた 弓、 

黒塗りの 菔、 鷹の 羽の 征矢が 十七 本、 —— これ は 皆、 

あの 男が 持って いた もので ございましよう。 はい。 馬 

ほうしが み つきげ 

も おっしゃる 通り、 法師 髪の 月 毛で ございます。 その 

畜生 に 落さ れ ると は、 何 かの k 縁に 違 いご ざいません。 

はづな 

それ は 石橋の 少し 先に、 長い 端綱 を 引いた まま、 路ば 



武弘は 昨日 娘と 一し よに、 若 狭へ 立った ので ござい 

ますが、 こんな 事になります と は、 何と 云う 因果で ご 

ざいましょう。 しかし 娘 はどうな りました やら、 壻の 

事 は あきらめましても、 これ だけ は 心配で なりません- 

うば 

どうか この 姥が 一 生のお 願いで ございま すから、 たと 

くさき ゆくえ 

い 草木 を 分けましても、 娘の 行方 をお 尋ね 下さい まし _ 

たじょう まる ぬすびと 

何に 致せ 憎 いのは、 その 多襄 丸と か 何とか 申す、 盗人 

の やつで ございます。 壻 ばかり か、 娘まで も (跡 

は 泣き 入りて 言葉な し) 



たじょう まる 

多襄 丸の 白状 

あの 男 を 殺した の はわた しです。 しかし 女 は 殺し は 

しません。 では どこへ 行った のか？ それ はわた しに 

も わからな いのです。 まあ、 お待ちなさい。 いくら 

ごうもん 

拷問に かけられても、 知らない 事 は 申されますまい。 

ひキ I よ-つ 

その上 わたし もこう なれば、 卑怯な 隠し立て はしない 

つもりです。 

きのう ひる 

わたし は 昨日の 午 少し 過ぎ、 あの 夫婦に 出会い まし 

ひょうし む し たれぎ ぬ 

た。 その 時 風の 吹いた 拍子に、 牟子の 垂 絹が 上った も 



し の 言葉 だ けで も 殺す でしよう。 なるほど 血 は 流れな 

い、 男 は 立派に 生きて いる、 —— しかし それでも 殺し 

たのです。 罪の 深さ を 考えて 見れば、 あなた 方が 悪い 

か、 わたしが 悪い か、 どちらが 悪い かわかり ません。 

(皮肉なる 微笑) 

しかし 男 を 殺さず とも、 女 を 奪う 事が 出来れば、 別 

に 不足 はない 訳です。 いや、 その 時の 心 もちで は、 出 

来る だけ 男 を 殺さずに、 女 を 奪おうと 決心した ので す- 

が、 あの 山 科の 駅路で は、 とても そんな 事 は 出来 ませ 

ん。 そこで わたし は 山の 中へ、 あの 夫婦 を つれこむ 

工夫 をし ました。 



見に 来て くれと 云いました。 男 は 欲に 渴 いています か 

ら、 異存の ある 害はありません。 が、 女 は 馬 も 下りず 

に、 待って いると 云う のです。 また あの 藪の 茂って い 

るの を 見て は、 そう 云う の も 無理 はありますまい。 わ 

つぼ 

たし はこれ も 実 を 云えば、 思う壺に はまった のです か 

ら、 女 一人 を 残した まま、 男と 藪の 中へ はいりました- 

藪 はしば らくの 間 は 竹ば かりです。 が、 半 町 ほど 

行った 処に、 やや 開いた 杉 むらが ある、 —— わたしの 

仕事 を 仕遂げる のに は、 これほど 都合の 1^ い 場所 は あ 

りません。 わたし は 藪 を 押し分けながら、 宝 は 杉の 下 

に 埋めて あると、 もっともらしい 噓を つきました。 男 



かも 切れ切れに 叫ぶ の を 聞けば、 あなたが 死ぬ か 夫が 

死ぬ か、 どちら か 一人 死んでくれ、 二人の 男に 恥 を 見 

せる の は、 死ぬ よりもつ らいと 云う のです。 いや、 そ 

の 内 どちらに しろ、 生き残った 男に つれ 添いたい、 I 

I そう も 喘ぎ 喘ぎ 云う のです。 わたし は そ の 時 猛然と、 

男 を 殺したい 気になりました。 (陰鬱なる 興奮) 

こんな 事 を 申し上げ ると、 きっと わたし は あなた 方 

ざんこく 

より 残酷な 人間に 見える でしよう。 しかし それ は あな 

た 方が、 あの 女の 顔 を 見ない からです。 殊に その 一瞬 

ひとみ 

間の、 燃える ような 瞳 を 見ない からです。 わたし は 

女と 眼 を 合せた 時、 たとい 神 鳴に 打ち殺されても、 こ 



の 女 を 妻に したいと 思いました。 妻に したい、 II わ 

ねんとう 

たしの 念頭に あつたの は、 ただこう 云う 一 事 だけです。 

これ は あなた 方の 思うよう に、 卑しい 色欲で はあり ま 

せん。 もし その 時 色欲の ほかに、 何も 望みがなかった 

けたお 

とすれば、 わたし は 女 を 蹴倒しても、 きっと 逃げて し 

まった でしよう。 男 もそう すれば わたしの 太刀に、 血 

を 塗る 事に はならなかった のです。 が、 薄暗い 藪の 中 

せつな 

に、 じっと 女の 顔 を 見た 剎那、 わたし は 男 を 殺さない 

限り、 ここ は 去るまい と 覚悟し ました。 

ひきょう 

しかし 男 を 殺す にしても、 卑怯な 殺し 方 はした く あ 

りません。 わたし は 男の 緦を 解いた 上、 太刀打ち をし 



ろと 云いました。 (杉の 根が たに 落ちて いたの は、 そ 

の 時 捨て 忘れた 緦 なのです。) 男 は 血相 を 変えた まま、 

太い 太刀 を 引き抜きました。 と 思う と 口 も 利かずに、 

憤然と わたしへ 飛び かかりました。 —— その 太刀打ち 

がどうな つ たかは、 申し上げ るまで もあります まい。 

わたしの 太刀 は 二十 三 合 目に、 相手の 胸 を 貫きました- 

二十 三 合 目に、 —— どうか それ を 忘れずに 下さい。 わ 

たし は 今でも この 事 だけ は、 感心 だと 思 つてい るので 

す。 わたしと 二十 合 斬り 結んだ もの は、 天下に あの 男 

一 人 だけです から。 (快活なる 微笑) 

わたし は 男が 倒れる と 同時に、 血に 染まった 刀 を 下 



静かに 草 を 食って います。 その後の 事 は 申し上げる だ 

くちかず みやこ 

け、 無用の 口数に 過ぎますまい。 ただ、 都へ はいる 前 

に、 太刀 だけ はもう 手放して いました。 —— わたしの 

お-つち こずえ 

白状 はこれ だけです。 どうせ 一度 は樗の 梢に、 懸け 

る 首と 思って いますから、 どうか 極 1 に 遇わせて 下さ 

こうぜん 

い。 (昂然たる 態度) 

ざんげ 

清水寺に 来れる 女の 懺悔 

—— その 紺の 水 干 を 着た 男 は、 わたし を 手 ごめ にし 

あざけ 

てし まう と、 縛られた 夫 を 眺めながら、 嘲る ように 笑 



に は、 申し上げる 力 もありません。 とにかく わたし は 

さすが のど 

どうしても、 死に 切る 力がなかった のです。 小刀 を 喉 

に 突き立てたり、 山の 裾の 池へ 身 を 投げたり、 いろい 

ろな 事 もして 見ました が、 死に 切れずに こうして いる 

じまん 

限り、 これ も 自慢に はなり ますまい。 (寂しき 微笑) わ 

たしの ように 腑 甲斐 ない もの は、 大慈大悲の 

かんぜおん ぼ さ つ 

観世音 菩薩 も、 お見放し なすった もの かも 知れません。 

ぬすびと 

しかし 夫 を 殺した わたし は、 盗人の 手 ごめ に 遇った わ 

たし は、 一体 どう すれば 好い のでしょう？ 一体 わた 

すすりなき 

し は、 —— わたし は、 —— (突然 烈しき 歐欷) 



し はない。 妻 は 確かにこう 云った、 —— 「では どこへ 

でも つれて 行って 下さい。」 (長き 沈黙) 

やみ 

妻の 罪 は それだけ ではない。 それだけ ならば この 闇 

の 中に、 いまほど おれ も 苦しみ はしまい。 しかし 妻 は 

夢の ように、 盗人に 手 を とられながら、 藪の 外へ 行 こ 

がんしょく 

うとす ると、 たちまち 顔色 を 失った なり、 杉の 根のお 

れを 指さした。 「あの人 を 殺して 下さい。 わたし は あ 

の 人が 生きて いて は、 あなたと 一し よに はいられ ませ 

ん。」 —— 妻 は 気が狂った ように、 何度もこう 叫び 立て 

た。 「あの人 を 殺して 下さい。」 —— この 言葉 は 嵐の よ 

さかさま 

うに、 今でも 遠い 闇の 底へ、 まつ 逆様に おれ を 吹き 落 



そうとする。 一度で もこの くらい 憎むべき 言葉が、 人 

間の 口を出た 事が あろう か？ 一度で もこの くらい 呪 

わしい 言葉が、 人間の 耳に 触れた 事が あろう か？ 一 

ほとばし ちょ-つしょう 

度で もこの くらい、 II (突然 迸 る ごとき 嘲 笑 ) 

その 言葉 を 聞いた 時 は、 盗人 さえ 色 を 失って しまった。 

「あの人 を 殺して 下さい。」 —— 妻 はそう 叫びながら、 

盗人の 腕に 鎚 つてい る。 盗人 はじつ と 妻 を 見た まま、 

殺す とも 殺さぬ とも 返事 をし ない。 —— と 思う か 思わ 

ない 内に、 妻 は 竹の 落葉の 上へ、 ただ 一蹴りに 蹴倒さ 

れた、 (再び 迸る ごとき 嘲笑) 盗人 は 静かに 両腕 を 組 

むと、 おれの 姿へ 眼 を やった。 「あの 女 はどうす るつ 



もり だ？ 殺す か、 それとも 助けて やる か？ 返事 は 

うなず よ 

ただ 頷けば 好い。 殺す か？」 —— おれ はこの 言葉 だ 

けで も、 盗人の 罪は赦 してやりたい。 (再び、 長き 沈黙) 

ひとこえ 

妻 はおれが ためらう 内に、 何 か 一声 叫ぶ が 早い か、 

たちまち 藪の 奥へ 走り出した。 盗人 も 咄嗟に 飛び か 

そで とら 

かった が、 これ は 袖 さえ 捉えなかった らしい。 おれ は 

ただ 幻の ように、 そう 云う 景色 を 眺めて いた。 

盗人 は 妻が 逃げ去った 後、 太刀 や 弓矢 を 取り上げる 

と、 一箇所 だけ おれの 緦を 切った。 「今度 はおれの 身 

の 上 だ。」 —— おれ は 盗人が 藪の 外へ、 姿 を 隠して しま 

う 時に、 こう 眩いた の を 覚えて いる。 その 跡 は どこ 



も 静かだった。 いや、 まだ 誰かの 泣く 声が する。 おれ 

は緦を 解きながら、 じっと 耳を澄ませて 見た。 が、 そ 

の 声 も 気がついて 見れば、 おれ 自身の 泣いて いる 声 

だった ではない か？ (三度、 長き 沈黙) 

おれ はやつ と 杉の 根から、 疲れ果てた 体 を 起した。 

おれの 前に は 妻が 落した、 小刀が 一 つ 光って いる。 お 

れは それ を 手に とる と、 一 突きに おれの 胸へ 刺した。 

なまぐさ かたまり 

何 か 腥ぃ塊 が おれの 口へ こみ上げて 来る。 が、 苦 

しみ は 少しもない。 ただ 胸が 冷たくな ると、 一 層 あた 

りが しんとして しまった。 ああ、 何と 云う 静か さ だろ 

やまかげ さえず 

う。 この 山陰の 藪の 空に は、 小鳥 一羽 囀りに 来ない。 



うら ただよ 

ただ 杉 や 竹の 杪に、 寂しい 日影が 漂って いる。 日影が、 

—— それ も 次第に 薄れて 来る。 —— もう 杉 や 竹 も 見え 

ない。 おれ は そこに 倒れた まま、 深い 静か さに 包まれ 

ている。 

その 時 誰か 忍び足に、 おれの 側へ 来た ものが ある。 

おれ は そちら を 見ようと した。 が、 おれの まわりに は、 

うす やみ 

いっか 薄 闇が 立ち こめて いる。 誰か、 II その 誰か は 

見えない 手に、 そっと 胸の 小刀 を 抜いた。 同時に おれ 

の 口の 中には、 もう 一度 血潮が 溢れて 来る。 おれ は そ 

れぎリ 永久に、 中 有の 闇へ 沈んで しまった。 

(大正 十 年 十二月) 
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